
          

『校長 EBI日誌 ⑩』 

 

昨日から前期期末試験が始まりました。ここまでの学びを振り返りながら、定期試験という区切りの「問い」に挑ん

でいる生徒たちです。 

職員室を出て３年生の教室に向かう並びに「進路閲覧室」という名の学習室があります。本校創立 40 周年の際、同

窓会の皆様から生徒たちに整備いただいたものです。仕切りのある 42 席を持つ落ち着いた空間となっていますが、試

験後も夕方まで静かに机に向かう多くの生徒の姿がありました。私も高校生だったら絶対に愛用していたことでしょう。

通る廊下からこっそりエールを送っています。 

 

午後は進路支援の K 先生企画による、職員対象「文章指導研修会」が行われました。

他校国語科の M 先生をお呼びし、30 人ほどが Chromebook 持参で自主的に参加、熱

心に受講していました。私もお邪魔したのですが、「小

論文添削指導の考え方」という本格的な内容を、要点を

絞って実践的に展開いただき、大変な盛り上がりを見せていました。中でも進路支援

の作文添削にまつわる「あるあるネタ」には、深い共感しかありません。 

今日の学びは生徒たちに還元されます。素晴らしい時間をくださったM先生に、心

から感謝いたします。                【令和８年９月 30日】 


